





















医 学 博 士
第 1 750 号
昭和 44 年 5 月 1 日






























ば分岐する。 ラットにおいては， 終末はIfを coil 状に取り巻き Ruffini の環ラセン終末





おり，カナヘピの終末部は輪走する collagenous ノfibrile によって包まれる。十姉妹の終末部も
カナヘピの場合と同じ配列を示す collagenous 五brile で覆われるが，その発達はより高度であ
りIf表面と軸鞘 (axial shea th) 聞の間隙はほとんど完全に当該線維で占められる。尚， カ
ナヘピにおいては，最内層の collagenous fibri1e と終末部を包む基底腹との聞に， 約 2，500A
の周期を持つ繊維性の構造物が観察された。ラットにおいては終末部に直接的な関係を持つ線





1 )知覚終末は Schwnn 氏輸を欠く裸の軸索より成る。
2 )終末は mitochondria の集積で特徴づけられる。
3) 終末とIfはかなり広い接触面を形成しており，両者の細胞膜は約 200A 以下の狭い細胞
間隙でへだてられ，その間隙には基底膜が介在しない。
4) 接触面に沿って両者の細胞膜はしばしば機械的接着装置としての機能を示唆する desmo­
some 様の分化を示す。
5 )終末の先端は遁常If表面の浅い凹みに陥入して終るが，蛙を除いて， 他の動物において
は，先端の一部はしばしば，指状の突起をもってIf内に深く貫入して終る。
6 )前述の如く，知覚終末部は，種類，配列様式及び量的には差異があっても，何れも知覚終
末と密接な関係を持つ結合組織性線維成分で覆われている。
〔総括〕
蛙，カナヘピ，十姉妹及びラット筋紡錘を支配する知覚終末の微細構造を比較検討した。
観察した動物種間で，知覚終末の概形及び知覚終末部を覆う結合組織性線維成分の構成には著
明な差異が認められたが，機械的刺激(すなわち，錘内筋線維の伸長)が知覚終末へ直接的に伝
達されると考えられる終末一筋線維間の接触部位は，各動物種に共通な基本的構造上の特徴を示
すことが明らかにされた。尚，ラット錘紡錘中に，現在まで記載されていない特殊な形態を示す
知覚終末が観察された。
-141-
論文の審査結果の要旨
各種脊椎動物の筋紡錘の知覚終末の形態，特に機械的刺激が電気的興奮へと転換される場所と
考えられる紡錘内筋線維と知覚終末軸索との聞の微細構造の詳細を明らかにした。又各種動物間
の知覚終末の形態上の差異を明確にした。
以上の結果は筋紡錘の形態学に貢献するところ極めて大きく学位論文として充分価値あるもの
と考えられる。
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